■魔女の先輩はあなたを本気で愛したい
■トラック04「あなたに本気で愛される先輩」

ええ、完成したの。相手を自分のものにできる魔法のリング…♡
ただ、惚れ薬みたいな効果は薄めて、相手を思うようにできる魔法を込めたの。
これを、君にあげる…♡

…誰に使えばいいかって、私に使えばいいじゃない…♡
君がそれを私に着ければ、君の言うことを私がなんでも聞くようになるから…♡
お詫びのつもりじゃないわ。
君にもらった分を、無駄にしたくなかったのよ。
大丈夫、心変わりをさせたりとか、そんな強力なものじゃないから。
体を動かす程度のものよ。
あとは…この前のえっちは、私が好きなようにしちゃったから…
次は君のしたいようにさせてあげたくて…♡　
それに、優しい君のことだから…私が嫌がるようなこと、しないでしょ？



はい、おっぱい…♡
んっ、ええ、君だけのおっぱいよ…♡
君を気持ちよくしたり、君のおちんちんを挟んだりするための、おっぱい…♡

あっ…♡　んん、おまんこに、おちんちんぐりぐりしてる…♡
んっ、んっ…♡　
もう入れたい…？
私の中に、おちんちん入れたいのよね…♡

ええ、準備できてるから…♡　
私も、早く君とえっち…セックスしたいわ…♡
初めてした時の感覚が、まだお腹の中にずっと残ってて…♡
君のおちんちんが欲しくて、切なかったの…♡
君のおちんちんで、また私を満たしてほしいの…♡

（ここから右耳０センチほどで囁くように）

好きよ…大好き…♡　愛してるわ…♡
君は自分を謙遜するけど、私は…君の素敵なところ、たくさん知っているから…♡
大好き…れろ、ちゅっ…♡
君のおちんちんで、私のおまんこを躾けるみたいに…男の子えっち、して…♡


